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11月11日は県議会議員補欠選挙

福森普子さん
世界水フォーラムロゴマークをデザイン

あきた不思議発見伝・英国人女性が見た明治の秋田

今月の人

今日も仕事頑張りま～す！
社会福祉法人に認可された「つどいの家」の
メンバーと職員のみなさん
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浜田にある知的障害者が働く小規模作業所「つどい
の家」が、９月21日、社会福祉法人としての認可を
受けました。小規模作業所が法人として認められた
のは市内で初めて。おめでとうございます。

力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
ま
す

小
規
模
作
業
所「
つ
ど
い
の
家
」が
法
人
化

つどいの家のメンバー

つ
ど
い
の
家
は
民
間
小
規
模
作
業
所
と
し
て

平
成
三
年
に
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
今
年

は
設
立
十
周
年
。
社
会
福
祉
法
人
と
な
っ
た
こ

と
は
、
施
設
の
み
な
さ
ん
や
家
族
に
と
っ
て
、

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
十
八
歳
か
ら
三
十
歳

ま
で
の
十
三
人
。
そ
れ
に
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
加
わ
り
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
葉
書
、
石

こ
ろ
り
ん
磁
石
な
ど
の
製
作
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
ち
ぎ
っ
て
カ
ー
ド

の
材
料
を
つ
く
る
担
当
、
紙
す
き
を
す
る
担
当
、

石
に
絵
柄
を
描
く
担
当
な
ど
に
分
担
さ
れ
て
い

ま
す
。
カ
ー
ド
は
一
日
約
四
十
枚
、
一
枚
一
枚

手
づ
く
り
で
心
の
こ
も
っ
た
カ
ー
ド
に
仕
上
が

り
ま
す
。
製
品
は
県
庁
地
下
の
売
店
な
ど
で
販

売
さ
れ
、
収
益
は
メ
ン
バ
ー
の
お
給
料
と
し
て

還
元
さ
れ
ま
す
。

つ
ど
い
の
家
の
よ
う
に
小
規
模
作
業
所
が
法

人
と
し
て
認
可
さ
れ
る
と
、
今
ま
で
市
か
ら
の

単
独
補
助
だ
っ
た
運
営
費
が
国
か
ら
も
補
助
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
よ
そ
二
倍
に
増
額
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
通
所
者

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ス
タ
ッ
フ
も
増
員
し
、
施
設
の
充
実
が
は
か
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、

各
種
相
談
支
援
事

業
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
、
障
害
者
の

た
め
の
総
合
的
な

支
援
も
可
能
と
な

り
ま
す
。

牛乳パックを細かくちぎる作業中

紙すき道具も本格的です

み
ん
な
で
運
営
し
て
い
る

「
共
同
作
業
所
」
で
す

法人設立認可証の交付式で

！

社
会
福
祉
法
人
化
は

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ

02



10周年式典および法
人設立式は、関係者
約100人を集めて盛大
に行われました。
メンバー全員で新し
い看板の除幕式です

全国の共同作業所で働く障害のある人
たちの作品を掲載した2002年版カレン
ダー(１部1,300円)の注文を、杉の木園
やつどいの家などの市内作業所で受け
付けています。締め切りは12月上旬。
ぜひ、ご利用ください。

働く仲間のうた
カレンダーを販売

つ
ど
い
の
家
は
今
年
で
十
周
年
。
施

設
長
の
菊
地
陽
子
さ
ん
は
「
設
立
当
時

の
か
た
が
た
の
苦
労
が
あ
る
か
ら
こ
そ

今
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
と
居
る
と
辛

い
こ
と
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
す
」
と
笑
顔
。

「
自
宅
以
外
の
や
す
ら
げ
る
場
所
を
提

供
し
よ
う
と
始
め
た
施
設
で
す
が
、
み
ん

な
に
仕
事
意
識
が
芽
生
え
、
メ
ン
バ
ー
間

の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
を
見

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
が
必
要

で
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
働
い
て
い
る
と

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す

施設長の菊地陽子さん(右)

製品のお問い合わせは
つどいの家q(828)4472

小規模作業所の実態を知っていただ
くとともに、音楽を通して障害のあ
る人たちと交流しませんか。
当日の会場整理、駐車場係などで協
力してくれるボランティアも募集し
ています。お気軽にご参加ください。

あんべ光俊音楽旅団
チャリティーコンサート

２月は小野崎都さん
(杉の木園)の作品

コンサートの収益金の一部は小
規模作業所支援にあてられます

問い合わせ

つどいの家q(828)4472
平日9：30～16：00

ライナーハウスq(862)0990
平日10：00～17：00

とき／11月17日(土)午後５時開場
ところ／県立児童会館
大人3,500円 中高生2,000円 小学生1,500円
全席自由、前売り券も販売しています

障害者小規模作業所支援

あんべ光俊音楽旅団

あんべ光俊音楽旅団
チャリティーコンサート

問い合わせ

就
労
が
困
難
な
在
宅
の
知
的
・
身
体
障

害
者
が
通
所
す
る
作
業
所
は
、
市
内
に
十

か
所
あ
り
、
百
三
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
現
在
七
つ
の
作
業
所
が
法
人

化
へ
の
移
行
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
泉
地
区
に
平
成
十
四
年
度
オ
ー

プ
ン
す
る
「
福
祉
複
合
施
設
」
内
に
、
保

戸
野
、
新
屋
南
浜
町(

第
一
・
第
二)

、
千
秋

公
園
に
あ
る
市
の
授
産
所
を
統
合
し
た
法

定
施
設
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ゆ
と
り

あ
る
作
業
環
境
が
確
保
さ
れ
、
保
育
所
や

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
施
設
で
、
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
を
促
し
ま
す
。

市
内
小
規
模
作
業
所
は
い
ま

福祉複合施設の完成予想図
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安
心
で
き
る
高
齢
社
会
を
め
ざ
し
、
お
年
寄
り
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
る
便
利
な
介
護
保
険
制
度
。
そ
の
制

度
や
申
請
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
お
さ
ら

い
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
す
る

か
た
の
希
望
を
尊
重
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
の
が
「
介
護
保
険
制

度
」
で
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
六
十
五
歳
以
上(

第
一
号

被
保
険
者)

の
か
た
の
場
合
、
寝
た
き
り
や

痴
呆
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
、
ま
た
は
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
か
た
で
す
。

ま
た
、
四
十
〜
六
十
四
歳(

第
二
号
被
保

険
者)

の
か
た
に
つ
い
て
は
、
老
化
が
原
因

と
さ
れ
る
特
定
疾
病(

初
老
期
痴
呆
や
脳
血

管
疾
患
な
ど)

で
、
介
護
や
支
援
が
必
要
に

な
っ
た
か
た
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
人
が
自
分

で
申
請
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ご
家
族
が

申
請
を
し
た
り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

や
介
護
保
険
施
設
に
無
料
で
申
請
を
代
行

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
を
代
行
し
て
く
れ
る
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
や
介
護
保
険
施
設
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
は
、
介
護
保
険
課
、
土
崎
支
所
、

新
屋
支
所
、
市
内
十
三
か
所
の
地
域
セ
ン

タ
ー
で
、
平
日
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
介
護
保
険
課
、
土
崎
支
所
、
新

屋
支
所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

市
で
は
申
請
を
受
け
る
と
訪
問
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を
も

と
に
介
護
保
険
認
定
審
査
会
で
審
査
・
判

定
し
、
一
か
月
以
内
に
介
護
度
の
認
定
が

決
ま
り
ま
す
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
は
、
緊
急
の
場
合
は

認
定
前
で
も
利
用
で
き
る
の
で
安
心
で
す
。

利
用
者
の
負
担
は
、
か
か
っ
た
費
用
の

一
割
で
す(

施
設
入
所
の
場
合
は
、
食
事
な

ど
の
利
用
者
負
担
額
も
あ
り)

。
な
お
、
利

用
者
負
担
に
は
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、

同
一
世
帯
の
利
用
者
負
担
の
合
計
が
上
限

を
超
え
た
場
合
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
ま
す

申
請
は
無
料
で
代
行
！

サ
ー
ビ
ス
は
認
定
前
で
も
利
用
可

介護保険の申請用紙とパンフレット

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
金
は
一
割
で
す

申申
請請
もも
利利
用用
もも

簡簡
単単
、、
便便
利利
でで
すす
。。

温かく、支えています

介護保険制度についてのお問い合わせは、介護
保険課へどうぞ。q(866)2407

04

介護保険
介護保険課で、父の介護申請をする小林さん



㈰
申
請
書
の
提
出

㈪
訪
問
調
査

㈫
介
護
認
定
審
査
会

㈬
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

㈭
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

申
請
は
、
本
人
や
ご
家
族
以
外
に
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護
保
険
施
設
に

無
料
で
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。受

け
付
け
は
、
介
護
保
険
課
、
土
崎
支

▼▼

申
請
を
受
け
付
け
る
と
、
調
査
員
が
直

接
お
宅
に
う
か
が
っ
て
、
心
と
体
の
状
況

に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
し
ま
す
。
調

査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
全
国
共
通
の
基

準
で
一
次
判
定
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

▼▼

一
次
判
定
の
結
果
や
、
か
か
り
つ
け
の

お
医
者
さ
ん
の
意
見
書
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
る
介
護
認
定
審
査
会
で
審
査
・
判

定
を
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
か
ら
の
意

見
書
は
、
市
で
準
備
し
ま
す
。

認
定
が
決
ま
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画(

ケ
ア
プ
ラ
ン)

を
作
成
し
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、
本
人
や
家
族
と
介
護

支
援
専
門
員
が
相
談
し
て
作
り
ま
す
。

介護の申請からサービスを受けるまで
申請認定 調査

申請から認定までは原則として30日以内に行います。利用者の負担はありません。

11月から、介護保険料を１年以上滞納して
いるかたには、介護サービスを利用した際、
その利用料の全額を一時立て替え払いしてい
ただくことになります。
通常の場合、介護サービスを受けたときは、

利用者負担の１割の額を支払うだけで済みま
すが、介護保険料を滞納しているかたは、一
度全額を立て替え払いしていただくことにな
ります。その後の申請により９割は返還され
ます。社会全体で支えていくこの制度を、今
後も健全に維持していくための措置です。
昨年度に滞納があるかたには催告書を発送

しましたので、納め忘れのないようにご注意
ください。

指定の社会福祉法人で
自己負担額などを軽減

・市民税非課税の老齢福祉年金受給者(生活保護は除く)
・介護保険料が第２段階で境界層(※)該当のかた

区分　サービスの種類　　　　　　内　　　　容
ホームヘルパー　利用者負担額

在宅　デイサービス　　利用者負担額、食事材料費、日常生活費
ショートスティ　　　　　　　　　〃

施設 特別養護老人ホーム入所 利用者負担額、食事代、日常生活費

対象となるサービス

対象となるかた

※境界層とは、低所得ながら生活保護を必要としないかた。
保護課に申請し該当すると境界層の証明書がでます。

介護保険料を滞納しているかた
サービス利用料金が
全額一時立て替え払いに

災害などの理由により著しく損害を受け保
険料の減免を希望されるかたは、毎月19日ま
でに、介護保険課へ申請してください。
なお、減免などのご相談も受け付けています。

保険料の減免措置があります
災害などの理由で納付が困難なかたに

広報あきた　10月26日号05

介護サービスを利用
しているかたで市民税
非課税の老齢福祉年金
受給者などのかたは、
社会福祉法人でサービ
スを受ける際、１割の
利用者負担額などが通
常の半額になる制度が
あります。
減額された分は、市と社会福祉法人が負担すること

になります。市では、各社会福祉法人に対し、この制
度を活用して低所得者の負担を軽くすることをお願い
しています。詳しくは各社会福祉法人か介護保険課へ
お問い合わせください。

御所野のけやき会で



不在者投票投票日11月11日(日) 投票日当日に投票所へ行くことができないかたは、
不在者投票ができます。投票する際は「宣誓書」に記
入していただきますが、印鑑は不要です。

●受付期間 11月２日(金)から10日(土)まで
午前８時30分～午後８時

●受付場所
・市役所分館４階(市役所裏)
・土崎支所
・新屋支所
・秋田駅西口ぽぽろーど

●不在者投票の主な理由
㈰投票日に仕事がある場合
㈪何らかの理由で投票区の区域外に旅行または滞在する場合
㈫病気や負傷、妊娠、体の障害などで歩行が困難な場合
㈬他の市区町村に住んでいる場合

不在者投票

県議会議員補欠選挙

投票時間：午前７時～午後８時

問い合わせ 市選挙管理委員会事務局

告示11月２日(金)

q(８６６)２２６０

投票所 有権者のみなさんに郵送する投票所
入場券でご確認ください。投票所入
場券をなくしても、投票所で再発行
しますので投票できます。

http://www.city.akita.akita.jp/city/coel/default.htm

●投票できるかた
昭和56年11月12日以前に生まれ、平成13年８月１
日までに秋田市に住民登録をして、引き続き３か月
以上市内に住んでいるかたです。

※市内で転居の届け出をしたかた
10月27日以降に、市内で転居の届け出をしたかた
は、転居前の住所地の投票所で投票することにな
ります。投票所入場券をご確認ください。

※秋田市から県内の他市町村に転出したかた
秋田市の選挙人名簿に登録されているかたで、７
月11日以降に秋田市から県内の他市町村に転出
し、その市町村の選挙人名簿に登録されていない
かたは、秋田市で投票(不在者投票も)することが
できます。
秋田市で投票する場合は、引き続き秋田県内に住
所があることを証明する「証明書」が必要です。
この証明書は新住所地の県内の市町村役場の住民
票担当窓口で無料でさしあげています。土・日・
祭日は交付していないところが多いので、前もっ
て取り寄せてください。
なお、県内での転出回数が２回以上あった場合は
投票できませんので、ご注意ください。

●点字投票　視覚障害者のかたは点字投票ができます。
●代理投票 身体の故障などで自ら投票用紙に書くこ

とができないかたは、投票所で本人が申
請すると代理投票ができます。

●開 票 投票日の午後９時15分から市立体育館で。

トピコ�

秋田駅�

東　口�西　口�

不在者投票�
特設駐車場�

■入院中などの場合の不在者投票
県選挙管理委員会から指定されている病院や老人ホ

ームなどに入院、入所中の場合は、その施設で投票で
きます。各施設の事務局にお話しください。

■他の市区町村での不在者投票
仕事の都合などで他の市区町村に滞在しているかた

は、秋田市選挙管理委員会に投票用紙を請求して、滞
在先の選挙管理委員会で投票できます。投票用紙の請
求に必要な「宣誓書」は、各市区町村の選挙管理委員
会にあります。

■郵便による不在者投票
身体に重度の障害があり、歩行が困難で投票所へ行

けないかたは、自宅などで投票用紙に記載して郵送す
る不在者投票ができます。この制度を利用するかたは、
前もって市選挙管理委員会から「郵便投票証明書」の
交付を受けてください。ただし交付を受けられるのは、
身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちで、一定
の障害のあるかたに限られます。
なお、「郵便投票証明書」は、交付の日から７年間有

効です。(ただし、平成10年５月31日以前に交付を受け
たかたの有効期限は４年)。お手持ちの証明書の期限が
切れている場合は、再交付の申請をしてください。
また、身体障害者手帳をお持ちで脳血管障害後遺症

などによる半身麻痺で歩行が困難なかたも、市福祉事
務所(社会福祉課)から証明書をもらって市選挙管理委
員会に提出すると、郵便投票ができるかたもいます。
事前に市選挙管理委員会へご相談ください。
なお、郵便投票の投票用紙の請求は11月７日(水)まで

です。

※不在者投票会場での立候補者名などの掲示は
３日(土)からとなります。

投票所入場券を郵送します投票所入場券を郵送します

11月１日(木)に入場券を有権者のみなさまに郵
送する予定です。投票所入場券をなくしても、
投票所で再発行しますので投票できます。

秋田市選挙区の欠員が２人となったため公職選挙法の規定により実施します。
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十
月
六
日
に
行
わ
れ
た
「
国
際
共
生
・

協
働
の
た
め
の
青
少
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
世

界
の
中
の
一
員
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
の

意
義
や
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
、
体
験
発

表
を
市
民
約
三
百
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
美
術
工
芸
短
大
の

石
川
好
学
長
は
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
な

ど
を
例
に
あ
げ
「
世
界
の
ど
こ
か
で
災
害
や

事
件
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分
な
ら
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
か
と
“イ
メ
ー
ジ
”
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
」と
、
世
界
と
自
分
の
日

常
生
活
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
佐
竹
市
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

で
市
が
果
た
す
役
割
と
し
て「
市
民
レ
ベ
ル

の
交
流
の
場
と
機
会
づ
く
り
」と「
ロ
シ
ア
、

中
国
、
韓
国
と
の
環
日
本
海
貿
易
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
面
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
」
を

あ
げ
、
よ
り
開
か
れ
た
国
際
交
流
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

イシンペイさん(前列)と下飯島町内婦人部のみなさん

聴
講
者
は

自
分
も
参
加
し
て
い

る
地
雷
撲
滅
運
動
の
代

表
が
体
験
発
表
を
し
て

み
な
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

世
界
と
交
流
し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
講
演

の
内
容
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
学
校
の
み
ん

な
に
も
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴木一生さん
(豊岩中３年)

昨
今
の
ド
イ
ツ
を
語
る

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
パ
ッ
サ

ウ
市
か
ら
ザ
シ
ャ
・
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
独
日
協
会
会
長
を
招
い
て
「
昨

今
の
ド
イ
ツ
の
話
題
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
労
働
や
人
口
な
ど
の

社
会
問
題
を
日
本
語
で
語
り
、
少

子
・
高
齢
化
が
進
む
い
ま
、
年
金

や
税
制
度
の
改
善
・
改
革
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
各
国
共
通

の
課
題
に
聴
講
者
も
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

フェリックス会長(パッサウ大学教授)

国
際
交
流

ト
ピ
ッ
ク
ス

ウラジオストク市の訪問体
験を発表する武藤博子さん

パ
ッ
サ
ウ
独
日
協
会
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
会
長
来
秋

素
敵
な
交
流
…

笑
顔
は
世
界
共
通
語
！

九
月
十
九
日
か
ら
九
日
間
、
国

際
協
力
事
業
団(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

が
招

い
た
二
十
二
人
の
ア
フ
リ
カ
女
性

教
員
が
、
教
育
・
文
化
施
設
の
視

察
な
ど
の
た
め
来
秋
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
セ
ス
・
イ
シ
ン
ペ
イ
さ

ん(

ル
ワ
ン
ダ)

は
、
中
村
和
博
さ

ん
宅(

飯
島)

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。

町
内
の
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
と
学

校
生
活
や
子
育
て
の
情
報
交
換
を

し
ま
し
た
。

地
域
で
生
ま
れ
た
交
流
の
輪
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

▼ 世世
界界
のの
中中
のの
自自
分分
のの

役役
割割
をを
発発
見見
しし
よよ
うう
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二
〇
〇
三
年
の
三
月
、
関
西

で
開
か
れ
る
「
第
三
回
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
、
美
術
工
芸
短
大
二
年
の
福

森
普
子
さ
ん
の
作
品
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
世
界
七
十
か
国
、

二
千
九
十
八
件
も
の
作
品
の
中

か
ら
、
国
内
外
の
著
名
な
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
厳
選
な
審
査
を
経
て
、

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

先
月
、
東
京
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会

長
を
務
め
る
橋
本
龍
太
郎
さ
ん

か
ら
表
彰
状
や
賞
金
、
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ

く
の
は
初
め
て
。
と
て
も
感
激

し
て
い
ま
す
」と
福
森
さ
ん
。
水

の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
授
業
の
一

環
で
し
た
が
、
ア
イ
デ
ア
を
練

り
、
完
成
す
る
ま
で
約
一
か
月
。

約
百
五
十
通
り
も
の
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
た
と
話
し
ま
す
。

「
水
は
形
が
な
く
、
色
も
臭
い

も
な
い
も
の
。
最
初
は
容
器
を

使
っ
て
表
現
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
容
器
に

目
が
い
き
が
ち
に
な
っ
て
…
。

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
水
の
自
由

な
と
こ
ろ
、
柔
軟
な
と
こ
ろ
を

表
現
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」。

小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が

好
き
で
、
地
元
北
海
道
岩
内
町

で
は
作
品
を
友
だ
ち
に
見
せ
て

楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

「
先
日
、
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー

福
田
繁
雄
さ
ん
と
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
、『
今
ま
で
に
な
い

視
点
で
描
か
れ
、
す
ご
く
美
し

い
』
と
誉
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
憧
れ
の
人
に
誉
め
て
も
ら

っ
た
こ
と
、
自
分
の
作
品
が
世

界
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
卵
と
し
て
本
望

で
す
」。
そ
ん
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
志

望
の
福
森
さ
ん
の
目
下
の
課
題

は
、
就
職
活
動
だ
と
か
。

淡
い
水
色
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
た
福
森
さ
ん
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
世
界
の
人
々

に
愛
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

08

世界を絶え間なく潤してくれる水滴をイメージしたロゴマークと

世界水フォーラムのロゴマークをデザイン

福森
ふくもり

普
ひろ

子
こ

さん(美術工芸短大２年)

｢hoja(＝スペイン語で葉っぱという意味)｣は、美術工芸短大の彫金を
専攻した卒業生たちが立ち上げた研究グループです。秋田での可能性を
探すために初めての展示会。アクセサリーや小物の販売も行います。

と　き：11月10日(土)～15日(木)
ところ：アトリオン３階

●問い合わせ 美術工芸短大事務局学生課q (888)8100

シルバーの指輪やブレスレット

ホジャ エクシビション
●美術工芸短大彫金卒業生の作品展示・販売

自
分
の
作
品
が
世
界
に
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
本
望
で
す

hoja 2001  EXHIBITIONhoja 2001  EXHIBITION



い
え
ば
、
川
反
四
丁
目
に
明
治
十
一
年
頃
に

開
店
し
た
と
言
わ
れ
る
「
与
階
軒
」（
與
諧
軒
）

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
与
階
軒
は
、
日
本
式

の
宴
会
を
嫌
っ
た
当
時
の
石
田
県
令（
知
事
）

の
働
き
か
け
で
開
店
し
た
店
で
あ
り
、
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
西
洋
料
理
を
楽
し
ん
だ
の

も
こ
の
「
与
階
軒
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
般
に
牛
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
重
労
働

が
求
め
ら
れ
る
鉱
山
で
働
く
人
た
ち
は
、
体

力
を
つ
け
る
た
め
に
牛
肉
を
食
べ
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。
秋
田
市
は
、
全
国
有
数
の

鉱
山
を
抱
え
る
秋
田
藩
の
城
下
町
で
あ
り
、

寺
内
地
区
の
よ
う
に
鶏
や
動
物
の
肉
を
食
べ

る
こ
と
を
厳
し
く
禁
ず
る
地
域
が
あ
っ
た
一

方
、
肉
料
理
を
中
心
と
し
た
西
洋
料
理
へ
の

抵
抗
感
の
少
な
い
人
た
ち
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
与
階
軒
は
開
店
当
初
、

来
店
者
は
少
な
か
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す

が
、
市
民
の
間
に
は
着
実
に
新
し
い
食
文
化

が
浸
透
し
始
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
「
日
本
奥
地
紀
行
」

は
、
旅
行
中
に
書
か
れ
た
手
紙
を
中
心
に
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
素
直
な
印
象
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
秋
田
市
は

「
久
保
田(

秋
田
市)

は
秋
田
県
の
首
都
で
人
口

三
万
六
千
、
非
常
に
魅
力
的
で
純
日
本
風
の

町
で
あ
る
。
〜(

中
略)

〜
美
し
い
独
立
住
宅
が

並
ん
で
い
る
街
路
や
横
通
り
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
住
宅
は
樹
木
や
庭
園
に
囲
ま
れ
、

よ
く
手
入
れ
し
た
生
け
垣
が
あ
る
。
〜(

中
略)

〜
こ
の
よ
う
に
何
マ
イ
ル
も
続
く
快
適
な
郊

外
住
宅
を
見
る
と
、
静
か
に
自
分
の
家
庭
生

活
を
楽
し
む
中
流
階
級
の
よ
う
な
も
の
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
感
じ
た
秋
田
の
美

し
さ
は
、
目
を
見
張
る
よ
う
な
建
物
や
景
勝

地
と
し
て
の
美
し
さ
で
は
な
く
、
手
入
れ
さ

れ
た
庭
園
や
生
け
垣
な
ど
、「
家
の
外
を
き
れ

い
に
し
て
街
を
美
し
く
し
よ
う
」
と
い
う
公

共
意
識
の
高
さ
、
心
の
豊
か
さ
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
秋
田
市
の
街

を
絶
賛
し
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
。
明
治
十

一
年
七
月
二
十
三
日
付
、
久
保
田(

秋
田
市)

で

書
か
れ
た
手
紙
の
後
半
に
は
、
こ
う
も
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。「
私
は
他
の
い
か
な
る
日
本
の

町
よ
り
も
久
保
田
が
好
き
で
あ
る
…
」
と
。

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
も
ご
満
悦
！

他
の
い
か
な
る
日
本
の
町

よ
り
、
久
保
田
が
好
き
…

治
十
一
年
、
日
本
が
西
欧
社
会

か
ら
ま
だ
「
神
秘
の
国
」
と
見
ら

れ
て
い
た
頃
、
一
人
の
英
国
人

女
性
が
日
本
を
旅
し
ま
す
。
彼
女
の
名
は

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
。
病
弱
な
幼
少
期
を

過
ご
し
、
体
を
強
く
す
る
た
め
に
海
外
旅

行
を
始
め
た
彼
女
は
、「
本
当
の
日
本
を
見

た
い
」
と
い
う
願
望
を
持
ち
、
当
時
、
西
欧

人
に
と
っ
て
「
未
踏
の
地
」
で
あ
っ
た
東

北
・
北
海
道
地
方
を
旅
し
、
そ
の
記
録
を

「
日
本
奥
地
紀
行
」（
原
題
「
日
本
の
未
踏
の

土
地
」）
と
し
て
出
版
し
ま
す
。

彼
女
は
、
旅
の
途
中
、
秋
田
市
で
西
洋

料
理
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
ビ
フ
テ
キ
、
す
ば
ら
し
い

カ
レ
ー
な
ど
。
秋
田
市
で
巡
り
会
っ
た
西

洋
料
理
は
、
食
べ
る
と
「
眼
が
生
き
い
き
と

輝
く
」
気
持
ち
に
な
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
三
か
月
を
超
え
る
彼
女
の
旅

の
中
で
、
こ
ん
な
に
も
食
事
に
満
足
し
た

記
述
は
、
ほ
か
に
見
あ
た
ら
ず
、
当
時
の

秋
田
市
の
西
洋
料
理
の
充
実
ぶ
り
が
伺
え

ま
す
。
文
明
開
化
か
ら
間
も
な
い
時
期
の

秋
田
市
に
ど
う
し
て
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

西
洋
料
理
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

秋
田
市
の
明
治
初
期
の
西
洋
料
理
店
と

明
秋
田
で
食
べ
た
西
洋
料
理
に

㈯

秋田市の歴史に伝わる不思議な話、謎、謎、謎…

イザベラ・バードがスケッチした当時の農家
イザベラ・バードが
書いた「日本奥地紀行」

イザベラ・バード
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豊
岩
地
区
に
造
成
し
た
秋
田
市
南
西
墓
地

53
基
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
に
住
所
ま
た
は

本
籍
が
あ
り
、
遺
骨
が
あ
り
な
が
ら
墓
地
が

な
く
、
寺
院
の
納
骨
堂
や
自
宅
な
ど
に
保
管

し
て
い
る
か
た
で
す
。
分
骨
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

永
代
使
用
料
／
22
万
４
千
円(

一
括
納
付)

管
理
手
数
料
／
年
４
千
259
円(

平
成
13
年
度

か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す)

●
申
し
込
み

10
月
29
日
(月)
か
ら
11
月
９
日

(金)
ま
で
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
生
活
課
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申

請
用
紙
は
生
活
課
、
土
崎
支
所
、
新
屋
支
所

に
あ
り
ま
す
。
※
抽
選

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
11
月
20
日
(火)
、
市
役
所
正
庁
で

公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
課

q(

８
６
６)

２
０
７
４

千
秋
公
園
を
も
っ
と
楽
し
く
、
魅
力
あ
る

公
園
に
す
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
考
え
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
き

ま
す
。
今
回
は
「
桜
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
千

秋
公
園
の
桜
が
将
来
ま
で
ず
っ
と
美
し
く
咲

き
続
け
る
よ
う
、
樹
勢
回
復
の
作
業
を
体
験

し
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
11
月
３
日
(土)
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
明
徳
館
研
修
室
、
千

秋
公
園
本
丸

●
申
し
込
み

公
園
課
建
設
担
当

q(

８
６
６)

２
１
５
４

秋
田
駅
北
側
、
手
形
地
区
の
３
か
所
の
踏

切
が
、
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
化
工
事
の
た
め
、
左

記
の
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
全
面
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
第
２
手
形
谷
地
踏
切

11
月
８
日
(木)
午
後

10
時
〜
９
日
(金)
午
前
５
時
30
分
　
▼
第
１
手

形
谷
地
踏
切

11
月
14
日
(水)
午
前
１
時
〜
午

前
５
時
30
分
　
▼
下
中
島
踏
切

11
月
21
日

(水)
午
後
10
時
〜
22
日
(木)
午
前
５
時
30
分
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
秋
田
工
務
区
q(

８

３
３)

５
５
１
２

秋
田
市
南
西
墓
地
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

１

手
形
地
区
の
踏
切
が

一
時
通
行
止
め
に

３

千
秋
公
園
の
「
桜
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
者
を
募
集

２

佐竹史料館の臨時休館 企画展・常設展資料の入れ替えのため、10月29日(月)から11月
２日(金)まで臨時休館します。次回企画展は「寄贈品で見る秋田藩」。q(832)7892

人口13.10.１現在

●人口／318,266人(－113)
●男／152,056人(－62)
●女／166,210人(－51)
９月分・出生 196人

・死亡 163人
・転入 622人
・転出 768人

（）内は前月比

●世帯／124,463世帯(＋20）

下中島踏切�

第一手形谷地踏切�

秋田東中�

第二手形谷地踏切�

手形陸橋�

広小路� 秋
田
駅�

秋
田
大
学�

昨年９月に開かれた「桜」のワークショップ

国保税納税通知書の
未配達の問題で、
深くお詫び申しあげます

６月27日発行の国民健康保険税

納税通知書の一部が新屋郵便局管

内で届けられなかった問題で、不

明だった納税通知書が市役所庁舎

内で発見されました。

届けられなかった原因は、市の

保管管理と発行時の点検ミスによ

るものでした。これまで大変ご迷

惑、ご心配をおかけしました市民

の皆様と、原因究明のためご協力

いただきました郵便局関係者の皆

様に、深くお詫び申しあげます。

秋田市国民健康保険課

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-
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◇特別優秀賞◇
●大山田町内会(上北手)●将軍野栄町町
内会●新屋寿町南町内花と緑の会
◇優秀賞◇
●横森五丁目町内会●愛宕下西丁親交
会(築山)●明田富士山愛護会●横森一丁
目町内会●将軍野堰越町内会
◇優良賞◇
●フラワ－ミニパ－ク会(中通)●泉大橋
公園愛護会●東野添町内会花の友(広面)
●十三岱町内会(太平)●泉上ノ町地域公
園愛護会●泉大橋南町内会公園愛護会
●楢山公園愛護協力会●岩瀬若妻会(金
足)●仁井田仲谷地町内会●平和町内会
(旭南)●館ノ下町内会(上北手)●釜ノ町
町内会(旭川)●大杉沢町内会(上北手)●
下新城堰根公民館●宝竜崎町内会(上北
手)●八柳新町町内会(外旭川)●日吉自
治会(泉)
◇努力賞◇
●在家町内会(外旭川)

◇特別優秀賞◇
●穀寿会(飯島)
◇優秀賞◇
●仁井田切上老人クラブ●石田坂老人
クラブ(豊岩)●駅東団地町内会駅東むつ

み会●追分長寿会●西大畑老人クラブ
(八橋)
◇優良賞◇
●三吉南町高砂会(広面)●泉豊寿会●横
森五丁目高齢部●四ツ小屋末戸松本老
人クラブ●下小山田老人クラブ(上北手)
●小阿地老人クラブ(四ツ小屋)●四ツ小
屋中野老人クラブ●御野場老人クラブ
映水会●仁井田横町老人クラブ●築山
老人クラブ寿会●街道老友会(飯島)●こ
とぶきクラブ(茨島)
◇努力賞◇
●桜寿会(桜)●濁川老人クラブ若生会●
百崎老人クラブ(上北手)

◇特別優秀賞◇
●外旭川児童育成クラブ「こまち」
◇優秀賞◇
●濁川町内子ども会
◇優良賞◇
●泉児童センター育成クラブ世話人会
●中通児童館児童育成クラブ●横森二
丁目子ども会●大清水子ども会(金足)●
横森三丁目町内子ども会
◇努力賞◇
●川尻児童館運営委員会●牛島東六丁
目子ども会●仁井田切上子ども会●梶
ノ目第一町内子ども会(外旭川)●仁井田
目長田子ども会●港北児童センタ－育

成クラブ　

◇特別優秀賞◇
●秋田西中●保戸野小●上北手小●飯
島南小●浜田小●中通小●川尻小●旭
南小●明徳小
◇優秀賞◇
●桜中●下浜小●東小　
◇優良賞◇
●寺内小●山谷小●太平小

◇特別優秀賞◇
●秋田市教育研究所●秋田カトリック
教会 教会広場●秋田県千秋学園
◇優秀賞◇
●秋田日本電気(株)●若竹学園●ＪＲ土
崎駅
◇優良賞◇
●東部ガス(株)秋田支社●秋田臨港警察
署飯島交番●きものギャラリーや志万
●秋田緑ケ丘病院　

◇特別優秀賞◇
●加藤安子さん(東)●三浦政一さん(新屋)
●残間弘子さん(泉)●鎌田桂子さん(広面)
◇優秀賞◇
●時田法子さん(将軍野)●田中陽子さん
(旭南)●田川ミエさん(中通)●保坂正子
さん(飯島)
◇優良賞◇
●川井正さん(四ツ小屋)●池田忠福さん
(仁井田)●鈴木ツヤ子さん(旭南)●嶋政
治さん(旭南)●小野邦夫さん(外旭川)●
松本吉松さん(牛島)●岡部ユイさん(明
徳)
◇努力賞◇
●伊藤昭二さん(外旭川)●鈴木カチさん
(太平)●和田節子さん(旭北)

老人クラブ花だん

町内花だん

学校花だん

職場花だん

家庭花だん

子ども会花だん

秋田市花だんコンクール

秋田市民憲章推進協議会が実施した今年度
の花だんコンクールには、85団体、18個人が
参加しました。審査の結果、各賞が下記のと
おり決まり、表彰式が10月23日(火)、市役所正
庁で行われました。 特別優秀賞の穀寿会の花だん

11月４日(日)～10日(土)
秋の火災予防運動たしかめて 火を消してから 次のこと

今
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で
に
秋
田
市
で
起
き
た

火
災
は
87
件
で
、
被
害
額
は
９
千
300
万
円
余
り
に

の
ぼ
り
、
大
切
な
財
産
が
一
瞬
に
し
て
灰
に
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
は
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
で
か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
火
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
絶
対
に

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
３
月
に
名
古
屋
市
、
４
月
に
北
海
道
帯
広

市
と
相
次
い
で
、
死
者
も
出
る
消
火
器
破
裂
事
故

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期

間
中
、
全
国
一
斉
に
古
く
な
っ
た
消
火
器
の
回
収

を
呼
び
か
け
ま
す
。
秋
田
市
で
は
、
通
常
の
粗
大

ご
み
と
し
て
戸
別
収
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
、
古
い
消
火
器
を
廃
棄
し
、
新
し
い
消
火

器
を
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
廃
棄
申
し
込
み
は
、
粗
大
ご
み
専
用

申
し
込
み
電
話
q(

８
５
７)

５
３
０
０
へ
お
願
い

し
ま
す
。
粗
大
ご
み
手
数
料
は
500
円
で
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
11
月
４
日
(日)
に
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
秋
田
市
防
災
展
会

場
で
も
、
市
消
防
設
備
協
会
が
古
い
消
火
器
を

回
収
し
ま
す
。
廃
棄
料
は
粗
大
ご
み
同
様
500
円

で
す
が
、
新
し
い
消
火
器
を
購
入
す
る
と
廃
棄

料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

３つの習慣
●寝タバコは絶対やめる
●ストーブは燃えやすいものから離れた位置に
●ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す

４つの対策
●逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災報知器を設置する
●寝具や衣類からの火災を防ぐため、防災製品を使用する
●火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器などを設置する
●お年寄りや体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制を

住宅防火 いのちを守る

11月９日は

『119番の日』
消防本部では、最新の消防

総合通信指令システムで、
119番通報受信から出動命令、
現場活動の情報支援などの流
れを迅速に処理しています。
昨年１年間の119番通報は

16,533件。通報の際は、住所、
氏名、火災や救急などを落ち
着いてお話しください。

古
い
消
火
器
を
一
斉
回
収
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
q(

８
２
３)

４
２
４
７

指令室を一般公開！
市消防庁舎３階(市役所とな

り)の最新機器のそろった指令
室を一般公開します。お気軽
においでください。
とき：11月９日(金)～11日(日)

の３日間
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金足西幼児園

金足東幼児園

上新城幼児園

太平幼児園

太平山谷幼児園

上北手幼児園

下浜八田幼児園

金足大清水字清水台1-4
q(873)2152

金足片田字待入109
q(873)5772

上新城五十丁字大村屋敷22
q(870)2645

太平目長崎字上目長崎144
q(838)2040

太平山谷字中山谷143
q(838)2983

上北手猿田字苗代沢100
q(839)3595

下浜八田字餅田42
q(879)2896

(有)

(無)

(有)

(有)

(有)

(有)

(無)

３歳児より
40人

２歳児より
35人

１歳児より
40人

２歳児より
40人

２歳児より
30人

３歳児より
40人

２歳児より
20人

園　名 送迎バス対象・定員 所　在　地・申込先

幼児園は、秋田市の郊外にお住まいで公共交通の

便に恵まれていない地区のかたが、お子さんをあず

ける所です。市内７か所の幼児園では、来年度の園

児を募集します。入園を希望するかたは各幼児園に

直接お申し込みください。保育料は月額１人14,000円

(３歳未満児は16,000円)です。延長保育や一時保育な

どのサービスも、必要に応じて行いますので、ご相

談ください。

北 保 育 園
土崎保育所
港北保育所
※ふじ保育園
寺内保育所
泉 保 育 所
白百合保育園
保戸野保育所
聖園ベビー保育園
川尻保育所
第一ルンビニ園
第二ルンビニ園
あきた保育園
楢山保育園
川口保育所
みどり保育園
城　 南　 園
日新保育園
勝平保育園
やまばと保育園
はねかわ保育所
グリーンローズ保育園
手形第一保育所
手形第二保育所
ひがし保育園
ひまわり園
こばと保育園
さくら保育園
こひつじ保育園
※こどものくに保育園
牛島保育所
かんば保育園
あおぞら保育園
大野保育園
あおぞら乳児園
ごしょの保育園

下新城中野字街道端西76-79
土崎港中央六丁目10-6
土崎港北六丁目1-33
飯島字東上谷地109-1
寺内字油田169
泉中央五丁目6-1
八橋鯲沼町5-6
保戸野鉄砲町5-60
保戸野すわ町1-58
山王臨海町4-15
旭南一丁目5-10
川元小川町1-53
南通築地2-6
南通宮田16-30
楢山登町10-50
楢山南中町1-32
楢山古川新町41-2
新屋町字関町後77-3
新屋松美ガ丘南町16-13
新屋寿町8-69
下浜羽川字下山48-105
新屋表町8-19
手形休下町1-33
手形字中谷地56-1
手形字扇田18-1
手形休下町3-4
広面字釣瓶町71-4
桜二丁目13-27
広面字近藤堰添47-1
東通二丁目10-22
牛島東六丁目4-4
牛島西一丁目7-42
仁井田字仲谷地284
仁井田字西潟敷11

御野場六丁目12-8

御所野地蔵田二丁目9-6

45
120
100
90
120
120
90
60
60
60
120
120
90
90
60
60
60
120
120
60
60
30
60
60
60
60
90
90
60
60
60
120
120
90
45
90

私立
公立
公立
私立
公立
公立
私立
公立
私立
公立
私立
私立
私立
私立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
公立
公立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
公立
私立
私立
私立
私立
私立

北
　
部

地区 保育所名 運営 定員 所　在　地

中
　
　
　
　
央

西
　
部

東
　
部

南
　
部

※北部のふじ保育園は平成14年４月1日開園予定

来年度の入所申し込み手続きを！保育所 11月12日(月)から21日(水)まで
入所申し込みを受け付け

児童家庭課保育担当q(８６６)２０９４問い合わせ

※東部のこどものくに保育園は平成14年４月1日認可予定

幼児園
来年度の園児を募集

12

来年４月から、または来年度中に認可保育所(36か所)に
お子さんの入所を希望するかたは、お申し込みください。
申込用紙は、児童家庭課と各保育所でさしあげています。
保育所では、通常の保育のほか、延長保育や一時保育、

保育所体験などのサービスも行っています。必要に応じて
利用できますので、お気軽にご利用ください。

●申し込みできるお子さん
●保護者が日中働いているか、働く予定

●母親が出産または病気　
●母親が、家庭内で長期療養中の病人や心身障害者
の介護にあたっている　　

などの理由により、日中に家庭内の誰からも
保育してもらうことができないお子さんです。な
お、お子さんは産休明けから入所できます。

●受付期間
11月12日(月)から21日(水)までの平日
午前８時30分～午後７時

.

●受付場所
児童家庭課保育担当(市役所分館２階）

●持参するもの
●印鑑

※保育料に関することや、受付期間終了後に緊急の入所申し込
みなどがありましたら、お気軽にご相談ください。

保育所への入所希望者が増え続けているため、右表のとおり来
年４月に北部地区と東部地区に新しい認可保育所の開設を予定し
ています。また14年度下期には、泉地区の福祉複合内に60人定
員の保育所を開設し、入所希望者の受け入れを増やしていきます。



いずれも八橋の市保健センター
で開きます。お子さんの月齢にあ
った離乳食の進め方を指導しま
す。食品の調理方法や試食など。
受講無料。お子さんと一緒に直接
会場へどうぞ。問い合わせは、保
健予防課q(883)1174
初期離乳食教室
生後４～５か月のお子さんのい

るかたが対象です。栄養士や保健
婦による個別相談も。
とき／11月14日(水)午前10時～正
午　用意する物／母子健康手帳、
おしぼり、筆記用具
中期離乳食教室
生後６～７か月のお子さんのい

るかたが対象です。栄養士や保健
婦、歯科衛生士による個別相談や
歯みがき指導。
とき／11月12日(月)午前10時～正
午　用意する物／母子健康手帳、
おしぼり、筆記用具

下北手地区にお住まいの３歳未
満のお子さんとご家族が対象で
す。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／11月５日(月)午前10時～11
時30分　
ところ／下北手児童センター
●問い合わせ 下北手地区主任児
童委員の玉尾誠子さん

q(838)3657

外旭川地区にお住まいの４歳未
満のお子さんとご家族が対象で
す。歯科健診など。直接会場へど
うぞ。
とき／11月29日(木)午前10時～11
時30分　ところ／外旭川地区コミ
ュニティセンター
●問い合わせ ぴよぴよ広場代表
の高橋キン子さんq(823)6613

保育所には子育てのヒントがい
っぱい。申し込みは、10月31日
(水)午前10時から各保育所へ。子
育て相談もお気軽にどうぞ。
◆川尻保育所 q(823)3254
・保育所ってどんなとこ？
11月８日(木)午前９時40分～11時

◆手形第一保育所 q(834)0766
・今月のお誕生会。
11月13日(火)午前９時45分～11時
◆牛島保育所 q(832)3045
・子育てフリートーク。
11月13日(火)午前９時50分～11
時10分

◆保戸野保育所 q(823)6928
・友だちとあそぼう！
11月13日(火)午前10時～11時

会場はいずれも土崎公民館で
す。親子のコミュニケーションの
場です。定員は各先着30組。参加
無料。申し込みは10月30日(火)午前
８時30分から土崎公民館

q(846)1133
カンガルー親子学級(０～１歳)
子育て相談や親子運動会、絵本

の大切さについてなど。11月６日
(火)から12月４日(火)までに５回、
午前10時30分～11時30分
ペンギン親子学級(２～３歳)
ゲームや子どものしつけ、子育

てについてなど。11月２日(金)から
27日(火)までに５回、午前10時30分
～11時30分

保健婦や栄養士が、育児などの
相談に応じます。子育て奮闘中の
みなさん、お気軽においでくださ
い。事前に申し込みを。電話相談
は、随時受け付けています。
とき／11月26日(月)午前10時～午
後３時　ところ／八橋の市保健セ

ンター
●申し込み 保健予防課

q(883)1174

小学校入学前のお子さんとご家
族が対象です。保育士が育児相談
に応じます。お子さんと一緒にお
いでください。
とき／11月14日(水)午前10時～午後
４時　ところ／川口保育所
●申し込み 11月９日(金)まで川
口保育所q(832)4582

川尻地区にお住まいの就園前の
お子さんとご家族が対象です。保
健婦、栄養士が育児や栄養につい
ての相談に応じます。簡単なおや
つ作り講習もあり。事前に予約を。
とき／11月13日(火)午前10時～11
時30分　ところ／川尻児童館
●申し込み 川尻地区主任児童委
員の伊藤妙子さんq(824)1349

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児

子育て講座ぴよぴよ広場

市保健所の育児相談

保育所の育児相談室

親子で保育所体験を離乳食教室へどうぞ

とんとんくらぶで遊ぼう

児童館で遊びましょ
平日の午前中は

小学校入学前のお子さんとご
家族のかたに、平日の毎日午前
９時～正午、下記の５か所の児
童館遊戯室を開放しています。
また、毎月１回、子育て総合

センターの職員が巡回訪問し、
踊りや体操、子育て相談などを
します。お気軽においでくださ
い。11月の巡回日は次のとおり。
問い合わせは、子育て総合セン
ターq(863)9555

下北手児童センター
明徳児童センター
外旭川児童センター
高清水児童センター
広面児童館

11月５日(月)
11月12日(月)
11月19日(月)
11月26日(月)
11月27日(火)

11月の巡回訪問日程

土崎公民館の親子学級

川尻ちびっこるーむの
育児・栄養相談
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このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

10月４日、土崎商店街に「港・
まちの駅みうら屋」がオープンし
ました。土崎港元町商店会が、商
店街のにぎわいづくりのため、市
の補助事業を活用して開業したお
店です。バス停が店の真ん前にあ
るので、行き来がとても便利。
「ここは、単に物を販売するお

店というだけではなく、商店街を
行き交うかたがたの交流の場でも
あります。みなさんも買い物帰り

にでも、みうら屋でひと休みしな
がら世間話をしてみてはいかがで
しょうか」と店員さん。
店内には、昔なつかしい駄菓子

やガチャガチャなどがあるほか、
無料でインターネットを利用するこ
ともできます。毎週木曜日午前10
時からは、100円均一の朝どり野
菜即売コーナーもあります。
子どもからお年寄りまで気軽に

利用できて、のんびり過ごせるい

こいの場です。

お店の中に入ると子どもの頃に戻った
ような感じがしてきますよ

土崎商店街に「港・まちの駅みうら屋」オープン

店の中ではいつも笑いが絶えません

14

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
全
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
米
同
時

多
発
テ
ロ
か
ら
一
か
月
。
宗
教
・

文
化
・
風
土
・
政
策
は
違
え
ど
、

卑
劣
な
テ
ロ
行
為
は
ご
め
ん
で
す

ね
。
日
本
に
生
ま
れ
、
静
か
な
秋

田
で
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
か
み
し
め

て
い
る
一
人
で
す
。
全
世
界
が
一

日
も
早
く
穏
や
か
に
な
り
ま
す
よ

う
に
…(
渡
部
榮
子
　
60
歳
・
保
戸

野)●
小
五
の
息
子
は
魚
採
り
に
夢

中
。
学
校
か
ら
帰
宅
後
、
田
ん
ぼ

の
近
く
の
川
で
ど
じ
ょ
う
や
ふ
な

を
採
っ
て
い
る
と
、
通
り
か
か
っ

た
人
が
「
昔
懐
か
し
い
風
景
だ
な

ぁ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
自
然
と
ふ
れ
合

い
、
も
っ
と
自
然
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
と
願
う
言
葉
に
思
え
ま
し

た(

小
松
真
理
子
　
44
歳
・
飯
島)

●
木
々
の
梢
も
美
し
く
色
づ
き
、

私
も
庭
の
手
入
れ
に
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。
秋
は
一
年
を
通
し
て
一

番
好
き
な
季
節
。
旬
の
食
べ
物
も

お
い
し
く
、
た
ま
に
行
く
魚
釣
り

で
趣
味
と
実
益
、
満
喫
し
て
い
ま

す(

林
勲
　
70
歳
・
御
野
場)

●
新
米
が
出
て
、
食
べ
も
の
が
お

い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
収

穫
の
秋
＝
食
欲
の
秋
。
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
明
日
か
ら
と
い
つ
も
思
う
こ

の
頃
で
す(

菊
地
光
子
　
53
歳
・
外

旭
川)

●
先
日
、
山
内
村
の
イ
モ
ノ
コ
を

い
た
だ
い
て
、
鶏
肉
、
人
参
、
し

い
た
け
な
ど
を
入
れ
て
煮
付
け
に

し
て
食
べ
ま
し
た
。
す
ご
く
粘
り

も
あ
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し

た(

沢
木
敏
子
　
61
歳
・
楢
山)

●
理
解
力
の
衰
え
を
年
齢
の
せ
い

に
し
た
く
な
い
が
、
Ｉ
Ｔ
講
習
の

お
か
げ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕

組
み
や
、
電
子
メ
ー
ル
の
利
便
性

な
ど
も
だ
い
た
い
分
か
り
か
け
て

き
た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、

是
非
と
も
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す(

加
藤
忠
直
　
66
歳
・

仁
井
田)

●
つ
い
最
近
住
民
票
を
も
ら
う
た

め
に
、
久
し
ぶ
り
に
市
役
所
に
行

き
ま
し
た
。
混
ん
で
い
ま
し
た
が
、

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
済
み
、
笑

顔
で
応
対
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す(

佐
藤
利
恵
　
32
歳
・
楢
山)

●
き
れ
い
に
咲
い
た
庭
の
花
を
見

て
、
孫
た
ち
と
み
ん
な
で
「
こ
の

花
私
の
よ
」「
赤
の
コ
ス
モ
ス
は

私
よ
！
」
と
話
し
て
ま
す
。
家
族



広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「老人」、問２が
「リゾート」でした。
全問正解155通(応募総数163通)の中から、秋山和彦

さん(横森三丁目)、伊藤ヲキイさん(金足小泉字潟向)、
伊藤千鶴子さん(東通明田)、鎌田勝男さん(保戸野八
丁)、小玉知永さん(仁井田緑町)、後藤栄子さん(楢山
金照町)、佐々木由美子さん(御野場五丁目)、瀬川勝子
さん(泉北一丁目)、野口愛さん(保戸野通町)、長谷川
精一さん(新屋朝日町)の10人のかたに図書券をお送り
します。

９月28日号の当選者

◆10月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

ボランティアで表彰

厚生労働大臣表彰
を受けた久保郁さ
ん(左)とみちの会
代表佐藤勝見さん

東部公民館の転勤
おくさま教室に参
加した小山田久美
子さん(将軍野向山)

たくさん獲れたよ！

稲刈り初体験。細
谷亮輔くん(右)と
進藤匠くん(左)(東
小５年)

秋田の楽しさ学びました

15 広報あきた　10月26日号

係から
ひとこと

全国障害者市民
フォーラムで。
街のバリアフリ
ー度をチェック

市長の仕事につい
て質問をした泉中
１年の黒澤麻紫(ま
しば)さん

佐竹市長とお話したよ

一致団結で地域の防災を
阪神大震災を教訓に毎年１

台の寄付を続けています。折
りたたみ式で、通行困難な場
所の食料搬送などに活躍しま
す。防災訓練で使われたり地
域の自主防災組織のみなさん
にも好評です。一層、防災意
識が高まるといいですね。

市にリヤカーを寄付
した県クリーニング
生活衛生同業組合
の平山知太理事長 ご

存
じ
の
か
た
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
で
す
。
こ

れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
参
加
を
容
易
に
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
国
連
決
議
で
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

今
号
の
つ
ど
い
の
家
や
全
国
障
害
者
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
取
材
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
に
改
め
て
感
心

の
一
言
。
主
役
を
か
げ
で
支
え
る
人
た
ち

が
い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
、
自
分
た
ち

も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
姿
に
気

持
ち
も
晴
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
い
ろ
ん
な
形
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
だ
っ
て
誰
か
の

力
に
な
れ
る
っ
て
思
う
気
持
ち
が
大
切
で

す
よ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

石
塚)

が
同
じ
こ
と
を
楽
し
め
る
っ
て
い

う
の
は
、
す
ご
く
い
い
な(

土
谷
穫

子
　
58
歳
・
飯
島)

●
秋
田
の
冬
は
初
め
て
で
す
。
秋

の
今
、
ど
ん
な
準
備
を
し
て
お
け

ば
よ
い
の
か
し
ら
？
一
歳
の
娘
を

か
か
え
て
心
配
で
す(

今
野
里
季

30
歳
・
新
屋)

●
稲
刈
り
の
季
節
も
過
ぎ
、
あ
と

一
か
月
も
す
れ
ば
田
ん
ぼ
も
雪
で

白
に
染
ま
る
日
も
近
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
コ
タ
ツ
の
準
備
を
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す(

畠
山
寿
子

21
歳
・
広
面)

●
受
験
生
な
の
で
毎
日
勉
強
し
て

い
ま
す
。
今
の
時
期
を
乗
り
越
え

楽
し
く
な
り
た
い
で
す(
小
玉
知
永

14
歳
・
仁
井
田)

５月に僕たちが植えた稲を
刈りました。鎌を持つのは初
めてで緊張したけど、慣れて
きたら意外とおもしろかった
です。たくさん実ったお米で、
11月には自分たちできりたん
ぽを作って食べる予定です。
今からとっても楽しみ！

長年のボランティア活動が
認められて表彰を受けました。
久保さんは点訳図書の製作を
16年、みちの会は図書の音訳
校正を10年続けてきました。
どちらも根気のいる仕事です
が、喜んでくれる人のために
頑張っています(…佐藤さん)

秋田市の将来や夢について
語る｢ゆめ秋田21｣中学生会議。
今年は泉中を会場に国際交流
や環境について意見を交わし
ました。初めて市長さんにも
質問。いっぱいお仕事があっ
て大変そうだけど、やさしい
話し方に温かさを感じました。

秋田に来たときは友だちが
いなかったけど、この教室を
通じてたくさんできました。
また、方言を学んだり、竿燈
を体験したり、もりだくさん。
今日は、郷土料理に挑戦！手
づくりのきりたんぽを夫に作
ってあげたいです。

東小の農業体験学習。田んぼは学校の
近く、住宅街に囲まれています



BBookook
図書館の読書案内
中央図書館明徳館q(832)9220
土 崎 図 書 館q(845)0572
新 屋 図 書 館q(828)4215
※市立図書館の蔵書が、インターネ
ットでご覧になれます。利用可能
時間は午前９時～午後11時です。
http://www.city.akita.akita.jp/

野遊び　まち遊び…

子どもとつくる遊び場とまち
遊び心がキーワード

加賀谷真由美/著　萌文社

10/26(金) 10/30(火)

●ファウストボールに
チャレンジ

●絵図で訪ねる城下町
～佐竹史料館～

●転勤おくさま教室

ABS 秋田市だより
月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　　

５
分
間
番
組

10/31(水) 11/６(火)

●赤れんが郷土館の学習講座
●大森山動物園で塩曳潟の
淡水魚調査
●ファミリー・サポート・
センターの紹介

15
分
間

放送番組の詳しい日程は、
広報課へどうぞq(866)2034

子どもにとっても大人にとっても望ま
しい、生き生きとした｢まちの遊び場づく
り｣に取り組む人々の活動を紹介します。

●10/28(日) 7：30～ ＡＢＳ けやきの街から　 「秋田市の国際交流について」
●11/４ (日) 7：15～ ＡＫＴ きらめく北の街から 「男女共生を考える」

千円贅沢

中野翠/著　講談社

いつもは100円派でも、たまには1000円
奮発(？)してお買い物。ちいさな贅沢がま
ち歩きの楽しさを教えてくれるかもしれま
せん。

のはらクラブのちいさなおつかい
たかどのほうこ/著　理論社

ちぢみざさ、ぬすびとはぎ、からすう
り…。身近な野の草花にもいろんな形の
種ができました。みなさんもちょっと野
原をお散歩して、深まる秋を楽しんでみ
ませんか。

テレビ
ガイド
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通町・大町から秋田駅周辺にかけての６商店街エリアの共通駐
車券加盟店では、買い物の際に無料駐車券をさしあげています。
このほど、秋田駅周辺の加盟店に、アルス、トピコのほか、新

たにイトーヨーカ堂と本金西武が加わりました。公営駐車場をは
じめ上記のマークのある加盟駐車場ならどこでも利用できます。
中心市街地でお買い物の際はぜひご活用ください。なお、共通駐
車券は当日に限り有効です。
この事業は秋田商工会議所が行っているもので、現在、18か所

の加盟駐車場、104の加盟店があります。

秋田商工会議所q(866)6679問い合わせ

秋田市商店街共通駐車券の
加盟店が増えました
●イトーヨーカ堂●本金西武

このスッテカーが
目印です!!

●プールプログラム
●月曜日＝ストレッチ＆やさしいウォーキング、アクアビクス、

クロール初級、平泳ぎ(初・中級)ほか　
●火曜日＝かんたんウォーキング、クロール(初・中級)、水中ダ

ンベルトレーニング、チャレンジ個人メドレーほか
●水曜日＝バリバリウォーキング、バタフライ、クロール呼吸、

背泳ぎ、初めての水泳ほか
●金曜日＝ストレッチ＆やさしいウォーキング、アクアビクス、

初めての水泳、徹底的にクロールマスターほか
●ジムプログラム
●月・金曜日＝ストレッチ＆シェイプアップトレーニング

●スタジオプログラム
●火曜日＝やさしいエアロビクス

●開催日＝月・火・水・金曜日の午前10時45分～午後３時15分
●料　金＝１日1,000円、３か月フリーパス7,000円

別途入場料がかかります

※館内メンテナンスのため、11月12日(月)から22日(木)まで臨時休館します。

ザ・ブーン
q(827)2301

申し込み

11月25日(日)まで休まず開園
開園時間：午前９時～午後４時30分

大森山動物園q(828)5508

大森山動物園

入 園 料：大人500円 中学生以下無料

問い合わせ

11月４日(日)にアシカ舎がリニュー
アルオープンします。元気な様子
を見に来てね！

クク
アア
ドド
ーー
ムム
　　
ザザ
・・
ブブ
ーー
ンン

1111
・・
1122
・・
１１
月月
のの
講講
座座



GEORGE SEGEL

■少林寺拳法＝11月23日(金)午前９時30分
～、県立スポーツ会館で。申し込みは、
11月16日(金)まで鈴木英一さん

q(860)2733
■タグ・ラグビー＝11月25日(日)午前９時
30分～、土崎体育館で。申し込みは、
11月16日(金)まで鎌田照平さん

q(866)2245
■武術太極拳＝12月16日(日)午前９時50分
～、市立体育館で。申し込みは、11月25日(日)
まで国枝あつ子さんq(868)6128

小中高校生のいるかたが対象。「秋田の寂
聴｣と呼ばれる男鹿・宗泉寺の長谷川恵光さ
んと家族について考えます。無料。
とき／11月９日(金)午後６時30分～８時
ところ／土崎公民館
●申し込み 土崎公民館q(846)1133

港の昔話と伝統芸能で土崎の文化を知
ろう。参加無料。直接会場へ。
とき／11月10日(土)午後１時～４時　
ところ／土崎公民館
●問い合わせ 土崎公民館q(846)1133

11月５日～11日の糖尿病週間にちなん
だイベント。食事療法についての講演や
お菓子の試食、血糖・血圧測定コーナー
など。参加料300円。直接会場へ。
とき／11月11日(日)午後零時30分～４時
ところ／文化会館小ホール　
●問い合わせ 秋田赤十字病院医療社会事
業部の佐藤さんq(829)5000

花鉢植えの格安販売や模擬店、水中写
真家の中村征夫氏の講演会(３日午後２時
30分～、講堂で)もあります。
とき／11月３日(土)と４日(日)の２日間、
午前10時～午後４時　ところ／県立大学
●問い合わせ 秋田県立大学事務局

q(872)1526

秋田経済法科大学の学生らによる手作
りの演劇。テーマは裁判劇｢児童虐待｣。
入場無料。直接会場へどうぞ。
とき／11月10日(土)午後１時～　
ところ／経法大古田記念講堂
●問い合わせ 秋田経済法科大学の曽我
さんq(884)7717

市民スポーツ祭

17 広報あきた　10月26日号

現代彫刻を代表するジョージ・シーガル(1924-2000)は、生身の
人体から直接かたどった石膏像で知られています。等身大の人物
像を、実際の椅子やテーブルなどと配置した光景は、日常の一瞬
を切り取った現実の場面であると同時に、現代社会での人間のあ
り方について、生々しく問いかけてくる迫力をもっています。没
後、世界初の回顧展となる本展では、等身大彫刻のほか、初期の
絵画や断片彫刻、壁面レリーフなど約90点を紹介します。

催し物

糖尿病週間秋田県の集い

子育て講演会

みなと伝統文化を語る集い

県立大学祭｢松風祭｣

経法大生の演劇イベント

ジョージ・シーガル展
11月１日(木)～12月14日(金)

飯島地区コミセン
サークル連絡協議会

11月２日(金)、３日(土)飯島地区コミュニティセンター

●作品展示(２日13：00～３日16：00) ●
ダンスパーティー(２日18：30～20：30) 
●芸能発表・おどりやフォークダンス
(３日12：00～16：00) 
●喫茶コーナー(３日12：00～16：00)

合同祭

飯島地区コミセンq(845)1731

サークルの芸能発表や作
品展示を中心に手づくりの
「まつり」を開催します。ど
うぞおいでください。
問い合わせ

消防のイベント

秋田市防災展

ちびっこ消防士まるごと体験

11月４日(日)午前10時～午後３時
イオン秋田ショッピングセンター（御所野）
●救助工作車、化学消防車、救急車の展示
●子ども消防クラブによるアトラクション
●はしご車に乗ろう　●救急救命士による心肺蘇生法の実演
●抽選会 ●ちびっ子消防服でプリクラ撮影(先着100人)

11月４日(日)午前９時～正午 秋田消防署
●はしご車体験乗車　●放水体験　●煙中体験
●消防車と記念撮影　●レスキュー体験　●消防署内見学
●ちびっ子にはプレゼントもあるよ

秋田消防署予防係q(823)4100問い合わせ

秋田市消防本部予防課q(823)4247問い合わせ

千秋美術館企画展

一般800円 高・大学生600円 小・中学生無料

偶然の出会い　1989

●記念講演会
11月10日(土)午後２時～
元・川村記念美術館学芸課長　
広本伸幸氏

●ギャラリートーク
11月14日(水)、18日(日)、
12月 ２日(日)各午後２時～

千秋美術館q(836)7860問い合わせ



■ワープロ基礎(一太郎)＝11月15日
(木)と16日(金)、定員20人

女性のためのキャリアアップ
働く女性を対象にキャリア開発・

形成の講座など。働く仲間とネット
ワーク作りも。先着20人。無料。
とき／11月20日(火)午前10時～午後
５時　
ところ／ホテルメトロポリタン秋田
●申し込み 11月12日(月)まで(財)21
世紀職業財団q(866)2100

実践住まいづくり講座
｢木の住まいづくり｣｢一緒に暮ら
すとこんなに楽しい｣などがテーマ。
先着100人。無料。粗品もあります。
とき／11月３日(土)午後２時～４時
ところ／県生涯学習センター
●申し込み 地域振興整備公団秋田
都市開発事務所q(823)7420

初心者水泳教室
御所野の中央シルバーエリアの温

水プールで開きます。受講料は子ど
も1,100円、大人2,650円。
申し込みは、10月31日(水)午前９

時～10時、電話で、県中央シルバ
ーエリアコミュニティセンター

q(829)2151
㈰小学校低学年コース＝11月７日
(水)から５回、時間は午後３時30分
～４時30分。先着20人　㈪幼児(４
歳以上)コース＝木曜コースは11月
８日(木)から、金曜コースは11月９
日(金)から５回、時間は午後３時30
分～４時30分。各先着15人　㈫一
般初級コース＝11月９日(金)から５
回、時間は午前10時～11時。先着
20人

ジュニア指導者養成セミナー
スポーツ指導者などが対象。中京

大学の湯浅氏がジュニア指導につい
てお話しします。無料。直接会場へ。
とき／11月10日(土)午後２時～３時

50分　ところ／文化会館大会議室
●問い合わせ 体育課q(866)2247

さわやかにフラダンス
初心者が対象。リズムにのって楽

しみながら健康と体力づくりを。
とき／11月20日(火)午前10時～正午
ところ／茨島体育館　
参加料／500円
●申し込み 11月15日(木)まで市女
性のスポーツ愛好者連絡協議会

q(883)1133

16ミリ映写機認定更新再講習会
過去２年間再講習を受けていない

かたと、認定証の再交付の必要なか
たは受講してください。問い合わせ
は生涯学習室q(866)2245
とき・ところ 南部公民館＝11
月３日(土)午前９時～正午　　中央
公民館＝11月10日(土)午後２時～４
時　　土崎公民館＝11月13日(火)午
後６時～８時

催し物

保健所の健康相談
会場は市保健センター。申し込み

は、保健予防課q(883)1174
■食生活相談＝高血圧、糖尿病のか
たの相談に栄養士が応じます。
11月26日(月)午前10時～午後３時
■成人歯科相談＝歯周病やむし歯の
相談に歯科衛生士が応じます。
11月26日(月)午前９時30分～正午

混声合唱団へのお誘い
混声合唱を楽しみませんか。歌に

興味のあるかたなら大歓迎！　男声
はなおさら歓迎です。
練習日／毎週水曜日午後６時30分
～、文化会館などで
●申し込み 秋田市民合唱団代表の
添野さんq(863)0866

東北税理士会の相談
税を知る週間にちなみ、税金に関

するすべての相談に無料で応じます。
とき／11月10日(土)と11日(日)の２日
間、午前10時～正午と午後１時～
３時　ところ／ジャスコ土崎港店
●問い合わせ 東北税理士会秋田県
支部連合会q(832)2331

就職面接会
来年３月の高校卒業予定者と企業

との面接会を、11月７日(水)午後１
時～４時、秋田ビューホテルで開き
ます。ご参加ください。
●問い合わせ ハローワーク秋田

q(864)4111

たんぽぽ教室にどうぞ
小学校低・中学年の不登校児童を

対象にした教室を、毎週水曜日午前
10時～11時30分、山王四丁目の県
教育会館で開いています。元小学校
教諭のボランティアと一緒に遊んだ
り、勉強したりできます。
●問い合わせ 県教育会館

q(862)8255

通院ボランティアを募集
市腎友会では、人工透析の合併症

などのため、自力で通院できなくな
ったお年寄りのお手伝いをしてくれ
るボランティアを募集しています。
通院は午前７時30分～８時30分、
帰宅は午後２時～３時の間で、30
分ほど送迎にご協力ください。
●問い合わせ 市腎友会通院支援セ
ンターの古谷さんq(823)4426

防音サークル室の備品に使用料
11月から、秋田テルサの防音サ

ークル室にあるドラムセットや音響
調整卓を使うと、室料とは別に１回
1,050円の使用料がかかります。ご
理解をお願いします。問い合わせは、
秋田テルサq(826)1800

は
な
金
情
報

案内
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●交通事故
●法　律(新 屋支所)

(市民相談室)
●人権・困りごと
●各種年金・社会保険など
●登　記
●遺　言
●税　務

11月 ７日(水)・21日(水)午前９時～午後３時
11月 ８日(木)午前９時～正午
11月15日(木)午前９時～正午
11月 ８日(木)・22日(木)午後１時～４時
11月 ９日(金)午後１時～４時
11月13日(火)午後２時～４時
11月20日(火)午前９時～正午
11月20日(火)午後１時～４時

11
月
の
無
料
相
談

む
り
ょ
う
そ
う
だ
ん

市役所１階の市民相談室で。法律
相談は新屋支所でも行います。法律
相談の事前申し込みは10月30日(火)午
前８時30分から受け付けます(先着８
人)。その他の相談は、当日受け付け
し、順番は抽選で決めます。
●問い合わせ

市民相談室q(866)2039
新 屋支所q(888)8080

女性
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一日お店やさん体験
小学５・６年生が対象です。11

月10日(土)、市場や商店街で一日店
員を体験してみよう。参加無料。申
し込みは、10月29日(月)午前８時30
分から生涯学習室q(866)2245
■Aコース＝市民市場、午前９時～
正午。先着15人　■Ｂコース＝仲
小路商店街、午前10時～午後２時
(昼食持参)。先着10人　■Ｃコー
ス＝通町商店街、午前９時～正午。
先着10人

絵手紙教室
自由に感じるままの気持ちを添え

て描きます。先着30人。水彩絵の
具一式をお持ちください。
とき／11月５日(月)と６日(火)の２日
間、午前10時～正午　ところ／東
部公民館　材料費／100円
●申し込み　10月29日(月)から東部
公民館q(834)2206

フェルトメーキング
ふわふわの羊の毛から作品を作り

ます。先着30人。
とき／11月19日(月)午前10時～正午
ところ／東部公民館　
材料費／500円
●申し込み 11月１日(木)から東部
公民館q(834)2206

冬囲いの実技講習
冬に備えて、庭木の冬囲いと剪定

の実技講習。直接会場へどうぞ。小
雨の場合は雨具の用意を。
とき／11月９日(金)午後１時30分～
３時30分　集合場所／市役所北側
(裏側)の駐車場入口
●問い合わせ 公園課公園施設管理
センターq(866)2445

本
場あきたの｢鍋料理｣
市内に在住または通勤、通学して

いる40歳までのかたが対象。しょ
っつる鍋、だまこもち鍋、芋の子汁
を作ります。先着16人。材料費実費。
とき／11月13日(火)、20日(火)、27
日(火)の３回、午後６時30分～８時
30分　
ところ／市勤労青少年ホーム
●申し込み 10月29日(月)午前９時
から同ホームq(824)5378

男性料理教室
男もつくる！簡単！ヘルシー料

理！　講話と食事作りにチャレン
ジ。定員30人。無料。エプロン持参。
とき／11月17日(土)午前10時～午後
１時　ところ／市保健センター
●申し込み 保健予防課

q(883)1174

秋田テルサ11月の料理
各先着24人、受講料1,700円。申

し込みは、10月30日(火)午前10時か
ら秋田テルサq(826)1800
■日本料理！山上シェフのみぞれ
鍋＝11月７日(水)午前10時～
■あつあつカレーパン＆ドーナッ
ツ！＝11月10日(土)午前10時～

精神保健市民講座｢
こころの健康についてお話しま

す。テーマは｢上手なコミュニケー
ションの取り方」。無料。
とき／11月８日(木)午後２時～３時
30分　ところ／市保健所
●申し込み 健康管理課

q(883)1180

介護を考えま専科
老人性痴呆を学び、介護する側・

される側、お互いの立場を大切にし
たこれからの介護を考えます。先着
20人（学生を除く）。
とき／11月14日(水)から28日(水)まで

の毎週水曜日に３回、午前10時～
正午　ところ／女性学習センター
受講料／300円
●申し込み 10月31日(水)午前９時
から女性学習センター

q(832)2191

ホームヘルパー２級課程養成研修
母子家庭のお母さん、子ども、寡

婦のかたが対象です。定員15人。
とき／11月10日(土)から来年２月10
日(日)までの土・日曜日に20回　
ところ／市老人福祉センター
テキスト代／10,000円
●申し込み 市母子寡婦福祉連合会

q(866)1341

ホームヘルパーステップアップ
ホームヘルパー養成研修２級課程

以上の修了者が対象。実践的な技術
を習得します。先着40人。無料。
とき／12月３日(月)から７日(金)まで
の５日間、午前10時～午後４時
ところ／県社会福祉会館
●申し込み 11月26日(月)まで県福祉
保健人材センターq ( 8 64 ) 2880

就業に役立つパソコン
市内在住で、現在求職中のかたが

対象。選考と抽選で15人。無料。
とき／11月20日(火)から12月18日(火)
までに21回　ところ／秋田テルサ
●申し込み 11月６日(火)から８日
(木)までに、直接秋田テルサ

q(826)1800

能力向上コース講習会
仕事をしているかたが対象です。

時間はいずれも午前９時～４時、新
屋の秋田技術専門校で開きます。受
講無料。申し込みは、秋田技術専門
校職業訓練センターq(824)2548
■ワープロ基礎(ワード)＝11月５日
(月)と６日(火)、定員20人
■Auto CAD応用(機械製図)＝11月
12日(月)と13日(火)、定員10人
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季節だより

10月14日、中央卸売市場まつり。
新鮮な魚や野菜、果物を安い値段で食べてもらおうと、

収穫の秋にあわせて毎年開いてます。
サンマや毛ガニ、すじこなどの海のごちそう…。

マイタケ、セリ、キリタンポ、お鍋の材料もそろいます。
大きなマグロの解体売りといった粋な演出も

活気ある市場ならでは…。
市民参加のせりでは、人が幾十にも重なって、
我先にとお目当ての食材を競り落としていました。
ハタハタ１.2キロ1,500円！和歌山産柿１箱1,200円！

思わず食欲もそそられます。
秋の味覚、太るのなんて気にしていられません。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q 018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita. jp/

●季節の話題を写真でつづります

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●９月のクイズの当選者は
15面に掲載しています。

平成15年夏のオープンをめざし、仁別に建設
中。小中学生の宿泊研修ができる施設は？
明治の頃、秋田で西洋料理を食べ、その味と
街並みを絶賛した英国人女性は？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番号
を書いて、11月９日(金)(必
着)まで、〒010－8560秋田
市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは10月12日、26日号の｢広報あきた｣の記事中に！

111

おいしそうな色艶のりんごが店先に並びます

市民参加のせり。
こんな大きなバナナ
を200円で競り落と
しました

●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。
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